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＜あらまし＞　 我々は， 学習者同士の相互添削や， グループでの振り返り活動を含む， 協同型

の作文教育に対する支援システム TEachOtherS を開発している． 本発表では， 3， 4 名のグ

ループを想定し， 相互添削・振り返り後に行う作文の改訂を支援する機構を設計・提案する． 本

機構は， 支援機能として， (a) グループ単位でのバージョ ン (版) の管理, (b) 旧版作文の参照と

比較， (c) 旧版作文の添削結果の活用， を持つ． 本発表では， 本機構の想定適用例として， 相互

添削→学習者による改訂→教師によるコメント という活動を対象に， 支援機構の働きを示す．

＜キーワード＞　 作文教育支援システム， 作文改訂， アノテーショ ン

1. はじめに

従来から，学習者同士の相互添削や，グルー

プでの振り返り活動を含んだ作文教育が， 初

年次教育， アカデミ ッ クライティ ング， 日本

語教育， 教師教育など， さまざまな教育現場

で行われている．

現在，我々はこのような協同型の作文教育活

動を支援するためのシステム TEachOtherS

を開発している． このシステムでは， 学習者

の相互添削， グループでの振り返りなどを支

援するほか， 教師などの活動の管理者 （以後，

「活動管理者」） による活動管理を支援する．本

発表では， 3， 4名のグループを想定し， 相互

添削や振り返りの後に行われる， 作文の改訂

プロセス （例 ：課題提出のための修正） を対

象とし， その支援手法を設計 ・提案する．

2. TEachOtherSと作文の改訂

2.1 システムの概要

TEachOtherS は JavaScript で記述され

た Web アプリ ケーショ ンであり， スマート

フォンやタブレッ ト ， PC上のWebブラウザ

から使用する (山口ほか 2023)．

本システムが対象とする活動には， グルー

プで互いの文章にアノテーショ ン (以後，AT)

をする活動 A， 単一の文章にグループで AT

する活動Bの２ 種類がある． 活動Bは， 主と

して課題文の読解など， 改訂を伴わない活動

であるため，本発表では活動Aを対象とする．

活動Aは次の三つのフェーズからなる ：(1)

メンバーが各自作文， (2) メンバー間で相互

に AT， (3) メ ンバー全員の AT 結果に基づ

き，グループで振り返りを行う （図 1中の 「１

版」 の部分）． フェーズの切り替えは活動管

理者が行い， 活動のメンバー全員は常に同じ

フェーズで活動する．

この流れにおいて， TEachOtherS は， 大

きく 分けて， 次の二つの支援を行う． 詳細に

ついては，山口ほか (2023) を参照されたい．

• 活動の管理支援 （フェーズ切り替え，アカ

ウント ・ グループ管理， 作文 ・ AT共有）

• 共有した AT の視覚化やフィ ルタリ ング

による， グループでの振り返りの支援

2.2 作文の改訂

活動 A における作文の改訂は， 他のメン

バーからの AT， グループでの振り返り (流れ

の 2 と 3) に基づいて行われる （図 1 の第２

版での 「改訂」 では第１ 版の 「AT」 と 「振り

返り 」）． 改訂は， 図 1 のように複数回繰り返

されることも考えられる．

このプロセスでは， 前版の作文本体と AT

をどのように扱うか， ということが問題とな

る．具体的には，改訂には前版のATが有用で

あるが， 過去の版の AT をすべて作文上に保

持しておく と ， 改訂時の編集の妨げになった

り， 振り返りには不要な AT まで表示されて

しまう可能性がある． 特に， 前述のようなグ

ループ活動では， AT数が多く なると共に， 同

一箇所に複数のメンバーによる複数の AT が

集まることが頻繁に発生する． そのため， AT

を有効利用できるよう支援する必要がある．



一方， 複数の版にわたる添削支援の研究に

は， バージョ ン管理システムを用いた山添ら

(2016) の研究などがあるが， グループでの

相互AT ・ 振り返りは十分考慮されていない．

作文 相互AT 振り返り
1
版

作文
テキスト AT

改訂 相互AT 振り返り

：
：

n版

必要に
応じて引用

コピー

作文
テキスト AT

2
版

図 1 作文の改訂を含んだ活動Aの流れ

3. 改訂支援機構の設計

3.1 版の管理

作文に対して変更や追加を行う際， 活動の

管理者が作文の新たな版を作成， 切り替えを

行うようにした． 図 1では， 「２ 版」 が新たな

版である． 版の切り替えは， 前述のフェーズ

と同様， 活動のグループ単位で行う．

新たな版の作文データの初期値は， 前版に

付与されていた AT を削除した上で， そのま

まコピーする．

3.2 旧版の参照と比較

旧版の作文 （ATを含む） の参照と， 現版と

旧版との作文テキスト の比較ができるように

する． 比較では現版との差分を表示する．

なお，参照・比較できるのは，現版を参照す

る権限を持っている場合のみであり， その権

限はフェーズごとに異なる． 例えば， 「改訂」

段階では自分の作文のみ， 「AT」 「振り返り 」

の段階では他のメンバーの作文が参照できる．

3.3 旧版のアノテーションの引用

旧版で行われた ATは，作者・他のメンバー

が明示的に引用する形でATする．この際，旧

版で複数のメンバーが複数の観点で AT して

いる可能性を考慮し， 複数の AT をまとめて，

引用できるようにする． また， 引用 AT を更

に引用することも可能にする．

4. 適用例

適用例として， 第１ 版の相互ATに基づき，

第２ 版で作者が改訂， 相互 AT 後， 教師がコ

メント する活動の流れを図 2 に示す． 図中の

点線枠はATである． 「M3-01[文法][ 「には」

では？]]」は，メンバーM3の 1個目のATで

あること， ラベルが 「文法」， コメント が 「「に

は」 では？」 であることを示す． 赤・青の下線

は， それぞれ通常， 引用の ATである．

第２版（改訂）

M1-01［M2-01,M3-01］
　　　[二人の意見を取り込みました]

この部屋にはさまざまな民族がいます

この部屋にさまざまな民族があります

第１版（相互AT）

M3-01［文法］　［「には」では？］

M2-01［文法］
　［「ある」→「いる」］

第２版（相互AT）

教師-01［M1-01］　[民族の人]

この部屋にはさまざまな民族がいます

図2 適用例

5. おわりに

本発表では， 作文改訂の支援機構と して，

(a) グループ単位での版の管理, (b) 旧版の参

照と比較， (c) 旧版の添削結果の活用， の三つ

の機能を持った方法を設計 ・提案した． 今後，

実践に導入する方法との調整を行った後， プ

ロト タイプシステムを実現し， 予備的な実践

を行う予定である．
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